



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  精神疾患として認定される生徒のケ スーが過去に
較べて増加してきている。今までは、診断書として
提出される際、「心因性」や「抑うつ傾向」と記され
たものが一般的であったが、最近の傾向として「う
つ病（気分障害）」や「双極性障害」とはっきりと疾
患名が記述されることが増えている。これは必ずし
も症状の重いケ スーが増えたということと同じでは
ないように思えるが、いずれにしても、より慎重か
つ特別な配慮を行うことが求められる。ケ スーＣの
ように、医師の助言が、学校の教務の規定から外
れるようなものであるにもかかわらず、患者の為には
そうしなければならないというようなコメントが寄せ
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ついて、上林（2010）は、「（１）校内委員会を中心
とする校内の支援体制のメンバーとして、（２）健康
相談活動を通じて、（３）児童生徒を受け入れやすい
保健室の環境整備」の三点を挙げている。児童生
徒の健康観察を日常的に行い、医学看護などの知
識のもとに発達障害を理解している養護教諭は、障
害への気づきをもっており、支援を必要とする生徒
についての養護教諭の立場からの分析・評価が大切
な情報であり、養護教諭は協議する上で欠かせない
存在である。生徒からの相談だけはではなく、保護
者からも子どものことで健康相談を受ける養護教諭
は、担任とはまた違った生徒に関する情報を持って
いる。それをもとに養護教諭の方から担任に働きか
けが行われることもある。発達障害の場合は特に、
保護者からの生育歴の聞き取りが大切であり、それ
には医学的な病歴の聞き取りの知識と技法が必要で
あり、養護教諭の専門性が生かされる。
　他校においてもそうだが、保健室に１人で勤務す
る養護教諭は、ややもすると孤独な存在になること
がある。他の教員が生徒の健康的な部分を主に見て
いるのに対して、１日中、主に生徒の健康的ではな
い部分を見、他では言えないような生徒の悩みや秘
密に触れ、時には命に関わるような見立てをしなけ
ればならない養護教諭の精神的な負担は大きい。
それだけに女性カウンセラーの導入により養護教諭
の精神的な負担を少しでも軽減するとともに、養護
教諭と協働することでケアの必要な生徒の観察とア
セスメントを行い、情報を提供してくれている。臨
床心理に関する専門家としてのスクールカウンセラー
は、生徒を多角的に捉える「目」として、専門的な
知識と技能をもって支援を協働する存在として大き
な役割を果たしている。相談室の勤務では相談に来
室する生徒との関わりが主になるが、保健室で生徒
の様子を観察することで、より早期に支援を必要と
する生徒の対応につながるものといえる。
　医療機関へ繋ぐことが必要と判断される場合、生
徒や保護者にそれを伝えることはかなり繊細な心配
りが必要であり、担任からよりは医療的な立場に近
い養護教諭の方から話を進める方がスム ズーに行く
場合が多い。またその後、情報開示の許諾を得て、
医療機関と連携する場合も、養護教諭がその任を
担うことになる。
　教育支援会議は、支援を必要とする生徒の具体
がつかないことが大きな要因であり、そのことに寄
り添うことが必要であった。生徒本人のできること
と苦手なことを学校生活の中でアセスメントし、そ
の資料に基づいて外部機関と連携しながら、将来の
見通しを一緒に考え、具体的に何をどうしていくか
ということを学校と家庭と外部機関の連携の中で検
討していった。小学校時代にはあまり意識されてい
なかった将来への不安は、高校進学や高校卒業を
控える時期に大きくなる。高校卒業後は、学校とい
う保護的な場から離れるだけに、高校までの在学中
に将来の見通しを考え、具体的なスキルの習得など
を行うことの重要性を改めて感じられた。
Ϭ．教育支援における保健室（養護教諭）及びスク
　ールカウンセラーの役割
　教育支援を進めて行くには、個々の生徒の様々な
情報を収集し、整理していくことが必要である。そ
の中でも養護教諭（保健室）との連携は不可欠なも
のである。身体的な苦痛のケアという癒しの行為の
中で、あるいは養護教諭の持つ母性的な雰囲気か
ら、保健室という保護的な空間での安心感から、生
徒は身体的なケアを受けながら、ぽつりぽつりと親
や友だち、担任やクラブ顧問には直接話せないよう
な心の問題を語ることがある。怪我や風邪、思春期
特有の不定愁訴など様々な不調を訴えて来室する生
徒のうちで、特に心因性と考えられる生徒に対する
養護教諭の継続的なアセスメントが様々な配慮を必
要とする生徒の重要な情報となっている。　
　保健室の利用者の多いときは、養護教諭は休む
暇もなく働いており、生徒が何か話をしたそうにして
いても、耳を傾ける暇がない時がある。生徒から話
を聴くタイミングを逸することによって、ケアが遅れ
たりすることは、養護教諭にとっても非常に不本意
であり、ストレスにもなる。そこで本校では、教育
支援会議からの要請で、女子生徒の利用が多いとい
うこともあり、本学で大学の学生相談と小学校のス
クールカウンセラーを兼任する女性カウンセラーに
週１日、保健室に在室して、生徒の観察と相談の役
割を担い、心理の専門家の立場から養護教諭の相
談役の役割も果たしている。
  発達障害等の特別な支援を必要とする生徒の支援
における養護教諭とスクールカウンセラーの役割に
 特別な配慮を必要とする生徒の教育支援
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は、特に普通科の高等学校の場合は、通常の授業
時に個別的な学習支援を取り入れることやユニバー
サルデザインという発想もなかなか具体化できない
が、電子黒板やタブレット、パソコンなどＩＴ機器
を用いた授業の導入は単に時代の要請であるだけで
なく、学習に困難を抱える生徒の学習を補助するも
のとして、通常クラスでのユニバーサルデザインとし
ての効果が期待される。またＴＴ（チームティーチン
グ）や大学生などによる学習サポーターの導入な
ど、一人を特別視するような形ではない授業形態が
自然な形でのサポートになるため、今後の課題とし
て研究を進めていく必要がある。中高を含めて、学
校という場で特別な支援を必要とする生徒のケアを
スム ズーに進めて行く上には、システムの構築や整
備だけではなく、個に応じた教育を受ける機会を保
障されるべきことを皆が了解し得るような学校の空
気が肝心である。ハンディキャップを持つ者を暖か
く見守り、お互いに支え合えることのできる生徒を
育てることである。その土台となるのが、人権教育
であり、これが充実しなければ、消極的な支援に止
まるか、逆に被支援の生徒が特別視され、いじめの
対象になりかねない。生徒一人ひとりが、自己を受
容し、他者を受容する力を養うことで、安心と安全
に満ちた空間が作られることが、支援の土台になる。
いじめの予防教育等とリンクさせつつ、人権を大切
にする教育をいかに進めて行くかが課題である。
　教育支援会議の実施を通して、学年を超えたサポ
ートの体制が形成され、一人でも多くの教員が、特
別な支援を必要とする生徒の対応についての学びが
深められることが、学校全体の力を上げることにな
る。教育支援会議は、個々のケ スーの支援の会議で
あると同時に、教員の学習の場としての意義が大き
いといえる。それが、クラス担任やクラブ顧問、他
の校務分掌の中での生徒の見立てや早期あるいは継
続的なサポ トーにつながり、学校全体の教育力の向
上が期待できる。また本校は、幼稚園・小学校・中
学校・高等学校・短大・大学を備えた総合学園であ
るという形態を生かして、長いスパンにおける支援
の体制の構築を目指すこともできると考えられる。
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